
 

 

 令和 2 年度押原中学校第 2 学年通信 

                                    ２学年主任  芦澤 良美 

来年度の生徒会活動に向けての第一歩！   
今年もあと 2週間余りとなりました。師走のあわただしい時期ですが、来年度へ向けての準備が着々と進め

られています。１２月３日（木）には「立会演説会」、４日（金）には「生徒会役員選挙」と、新生徒会に向け

ての大きな第一歩を踏み出しました。青学年としては、９月に集会を

開いて、「学校生徒会活動」とは「生徒一人一人が学校生活をより豊

かに送るために、自主的、創造的な活動に取り組むこと」であるとい

うこと、また、「学校生徒会本部役員」とは「全校生徒が学校生徒会

活動をより活発に活動しやすくするために中心となって動く人たち

のこと」であることも確認しました。そして、日々の生活の中で、自

分や仲間を見つめ、一人一人が生徒会について真剣に考えていこうと

いう確認もしました。そのような中で行われた「立会演説会」は、立

候補者・応演説者ともに説得力があり、誰が役員になっても大丈夫だ

と思わせるすばらしい会となりました。また、各クラスの選挙活動も↑立派だった立候補者・応援演説者の皆さん 

すばらしく、青学年全員で新生徒会を支えていこうという意欲を感じました。1月には正式にメンバーも決ま

り、活動が始まります。活躍を楽しみにしています。                                                                  

                                      

                           掲示された一問 

                                                一答を解く様子→ 

１１月に受験生宣言をしました。それを受けたからでしょうか、今回の           

期末テストは中間テストよりも勉強した生徒が多かったように思います。 

学年生徒会としても「予想問題」を作って取り組んだり、全教科で一問一答形式の問題を作ったりと、学習

に向かう雰囲気づくりをすることができました。特に今回の「予想問題」のレベルは高く、生徒たちからも 

「役に立った」と好評でした。テストは自分の弱点を発見するチャンスです。「できなかった問題をできるよ

うにする」「理解が浅かった部分をしっかり理解する」ことに重点をおくように指導しています。 

 また、生徒会の活動として１２月８日（火）～１１日（金）まで「授業強化週間」と題し、授業に真剣に 

向かおうという取組をしました。これは学園祭と同じように 1組～６組までの縦系列で、授業の態度や発言 

などについて評価するというものです。全校で取り組むことで学習意欲も高まったようでした。「真剣に取り 

組んだことで理解が深まった。」「発言しようという意欲を持つことで授業がわかるようになった。」と実感で 

きた生徒も多かったようです。この取組をきっかけとして、学習に対する意識をさらに高めていきたいと考え 

ています。なお、冬休みの課題は「整理と対策」が中心となります。この「整理と対策」を日常の学習の中 

に上手に取り入れてほしいと思います。 
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学習に力を入れています 



 

 

 「さくら会」のみなさんと桜の木に肥料を入れました！ 

１２月１０日（木）、「さくら会」の皆さんと２年生の美化環境委員で 

校庭の桜の肥料入れをしました。「さくら会」とは今から４４年前に           

発足したＰＴＡの会で、「押原中を桜で包もう」と約６０本の苗木を                                                                          

植えたところから始まりました。以来「さくら会」の皆さんは桜の 

剪定や肥料入れなどを行うとともに、押原中の「応援団」として様々                                                                                  

な場面で学校を支えてくださっています。 

 今回の肥料入れを通して、学校を応援してくださっている「さくら 

会」の皆さんに感謝するとともに、２学年として来年度大きな花を咲かせることができるように生徒た 

  ちと話し合いながら準備をしていこうと考えています。 

  桜守として世界的に有名な京都の庭師佐野藤右衛門さんは、その

著書である『桜守のはなし』の中で次のように述べています。 

「桜は、同じ親の木から育てても、花のつき方や色がどこかちがう 

  もんです。人間と同じようにそれぞれ個性があるのです。私は毎朝 

  必ずうちの桜畑を見て回ります。桜の声を毎日聞いて、光、土、 

                 水、鳥、まわりの木に気をつけなあきません。そのうちのどれか 

一つでもバランスがくずれると桜は弱ってしまうんです。せやけど、桜は構いすぎてもあきません。桜が 

自分でなんとかしようとする力を弱くしてしまいます。放っておいてもだめ、木がおかしいと思ったと 

きに、手をさしのべられることが大切なんです。」 

 これは子育てにも通じる話ですね。子どもたちの育つ力を信じ、見守りながら、困ったときにはすぐ  

に手をさしのべることが大切だと、「さくら会」の皆さんとともに活動している生徒たちを見ながら、改めて 

思いました。 

 3年生に向けての決意のツリーを作りました！  

２年生の３学期は３年生への準備の学期です。そこで、学年生徒会本部の提案

により３年生に向けての決意を表したツリーを作りました。 

「勉強・部活・遊びの区別をしてメリハリをつけて行動できる３年生になる。」 

「自分の行動に責任をもって行動する。自分の行きたい高校に行けるように 

 勉強をがんばる。」「当たり前のことが当たり前にできて、どんなことにも自主

的に取り組めて頼られる３年生になる。」 

など、一人一人の前向きな思いが記されています。三者懇談の際に、ぜひご覧下さい。 

三者懇談、よろしくお願い致します。 

１２月２１日（月）～２３日（水）三者懇談を実施します。日程についてはすでに担任よりお知らせ 

してあるとおりです。短い時間ではありますが、３学期、さらには３年生へとつながる懇談にしていきた 

いと考えています。ご家庭でも進路などについて話し合っておいていただきたいと思います。よろしく 

お願い致します。 


